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●
自
い

カ

ラ

ズ

　

カ

ラ

ス

の

風
切

朋
五

本

ば
か

り

純・
日

な

の

が

交
つ

て

ゐ
る

も

の
、

及
び

風
切
筋

に

自
い

の

が

め

る

外、

頭

部
に

も

臼
朋

毛

が

交

　．

つ

て

タ

ケ

ガ

ラ
ス

に

似
寄
つ

陀

も
の
、

前
者
は

四

五

年
高

山

郊
外

で

獲
ら

れ
て

今

男

子
小

學

校
に、

後
者
は

昨
年

十
噌

月

矢
張

り
同

町

外
で

獲
ら

れ

て

中

學
校
に
、

標
本

と
な

つ

て

保

存
さ

れ
て

ゐ

る
。

　

今

年
三

月

卅
日、

美
濃
惠
鄂

郡
付
知
町

朋

根

方
に

飼
養
し
て

ゐ

る

全

身
に

黒
い

翩

毛
の
一

本
も
な
い

カ

ラ

ス

を

觀
だ。

全

體
は

純

白
と
は
い

へ

な
い

が

確

に

自
い

と
い

つ

て

差
支
な
い

。

唯

嘴
の

つ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
 

き

根
か

ら
前
頭

部
へ

か

け
て

稍
淡
褐
色

を

帶
び

て

ゐ

る

こ

と
、

及

び

風
切

朋

に

淡

褐
色

の

矇
げ

な

汚
斑
點
が

あ

る
こ

と
の

み

で

あ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
…

る
。

嘴
は

肉
色

を

帶
ぴ

て

美
し
く、

眼
は

蒼
い

。

脚
部
は

淡
き

蒼

色
を

帶
ぴ

て

ゐ

る
。

ハ

シ

プ

ト

ガ

ラ
ス

の

變
b
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
 

　

能
く
人

に

馴

れ
て

近

寄
つ

て

來
る

。

大

盥
に

孚
ば

水
を

湛
へ

て

あ
て

が

つ

て

ゐ

た
が
、

當
日

春
雨

が

靜
に

併
し
な

が

ら

休
み

な

く

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
一

降
つ

て

ゐ

だ
に

拘
ら
す
午

前
八
時

頃

早
や

第
一

回
の

水
浴
を

終
つ

て

ゐ

た
。

飼
主

の

い

ふ

と
こ

ろ

に

據

れ

ば、
一

日

に

二

回
は

必
ず

水

洛

す
る

と
の

こ

と
で

あ
る

。

そ
れ

で

も

實
驗
者
の

鼻
に

は
カ

ラ

ス

に

共
逋
の

臭
氣
を

域

じ
だ

。

、

元

來
ハ

シ

プ

ト

は
ハ

シ

ボ

ソ

よ

り

も

著
し
ぐ

臭
い

の

が

常
で

あ
る

が

此

臼
ハ

シ

プ

ト

も
亦

然

う
で

あ
る

。

．

此

鳥
は

、

今
よ
り

四

年
前
の

晩
春−

同

郡

笠

置

村
の

或

林
木

に

幽

四

〇

營
ま
れ
陀

集
か

ら

獲
ら
れ

た

も
の

で、

同

胞
三

雛
中

の
」

づ
で

あ

る
。

其

餘
の

二

雛
は

普
逋
の

黒
い

カ

ラ

ス

で

あ
つ

だ

さ

う
で

あ

る
。

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

川
口

孫
治

郎
）

　

　
　

●
再
び

ヤ

マ

ネ

に

就
て

　

余
は

本
年
二

月

號
に
ヤ

マ

ネ

に

關

す
る

記

事

を
掲
げ
セ

る

が

其

後
此

種
の

捕
獲
法
及

び

飼

養
法
其

他

を

知
り
得

た
か

ら

追
加

と
し

て

報
告

し
よ

う

と

思
ふ

。

　

ヤ

マ

．
矛

は
日

光
の

深
山
地

方
で
は

各
種
の

樹

洞
、

樹
枝
上

等
に

枯

葉
を

集
め

て

丸

く

し
て

菓
を
造
り

叉

山

中
の

堂

宮
の

屋

根
下
な

ど
に

へ

集
を

造
る

こ

と
が

あ
る

と
云

ふ
、

樹
洞

吋
に

居
る

も
の

を

捕

獲

す
る

に

は

先
づ

そ
の

入
口

が

能

く
擦
れ

て

い

る

か

ど

う
か

を

檢
し

擦
れ

て

を
れ

ば

そ
の

内
に

棲
で

い

る

こ

と
が

明
で

あ

る

故
其

時
に

は

黐

竿
に

て

穴
の

中
の

材
料
を
拓
出

し
最
後
に

ヤ

マ

ネ

を
矢

張
り

挿
出
し
て

捕

獲

す
る

と
云

ふ
。

　

弐

に
ヤ

マ

、
昂

の

飼

養
法
に

就
て

内
田

氏
か

ら

報
告
せ

ら
れ

だ

處

に

ょ

る

と「
，

觀
文

獸
譜
」

に

は

家
の

如
く

書
て

あ
る

と
云

ふ
。

　
ヤ

マ

．
矛

（

ヤ

マ

ネ

ヅ

ミ

の

畧
語
な

ら
ん
） 、

日

光
山
に

産

す
寛
政

五
、

八

月
山

日

某
よ

り

膾
る
、

予
こ

れ

を

養
ふ

に

其
賦
至

て

小

に

し
て

廿
日

騒
の

如
く

友
色
に

し
て

背
黒

條
あ

り、

尾
は

粟
色
に

し

て

一

遍
し

甚
塞

を

畏
る

故
に

こ

れ

を
養
ふ

に

箱
の

中
に

綿
を
入

れ

或
は

懐
に

抱
て

暖
め

ざ
れ

ば
生

育
し
難
し、

克
く

馴
る

こ

と
家

鼠

の

如
し、

後
某
の

話
に

日

光
山

中
冬
陽
に

向
ふ

所
の

木

孔

中
に

癖

蟄
し、

數
頭
の

腰
を

以
て

寒
を

防
ぐ
と

云

ふ、

或
は
モ

・

ト

リ

長

？
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ぜ

ざ

る

者
と
云
へ

ど

も

肉
翅
無
く

し
て

各
別

種
な

b、

養
法
胡

桃

　

荏
胡
麻
榧
子
黍

稈

廓
子

梯
叉

は

枝
梯

克
く

す
う

つ

ぶ

し

食
は

し

　

む、

冬
春
ま
で

は
小

鳥
の

頭

ば
か

り

を

入
れ

て

食
は

し
む
べ

し
、

　

巣
は

雉
鷄
及
雁

鳧
の

柔
毛

を
い

れ

若
く
は

う
ち
わ

ら

椶
櫚
も

綿
を

　

も

ま

じ
ゆ、

鳥
毛
の

多
き

を
よ

し

と

す
。

汚
れ

は

時
々

こ

れ
を

換

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
晒

　

ふ
べ

し
。

極
て

寒

を

嫌
ふ

に

因
て

火
氣
あ
る

所
に

こ

れ

を
置
き、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

　

叉

冬
は

朝
よ

り

畫
の

問
日

の

克
く

あ

控
る

所
に

匣
を

置
き

暖
氣
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
…

　

受
け

し
む、

姻
を

嫌
ふ

、

晝
は

餌
を

食
は
争

集
に

蟄
し
夜
は

餌
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

　

食
し、

氣
を
増
す
こ

と

家

鼠
の

如
し

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．

　

叉
「

古
事

類
苑
」

動
物

部
（

二

三

三

頁
）

に

よ

れ
ば

左
の

如

き

面
白

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
み

　

き

記
事
が

あ
る

の

を

發
見

し

亢
。

　

　

　

　

　

　

　
コ

　

　
［

土

州

淵
岳
志

魁

由
鼠

　

　

土

州

氣

形

深

山

幽
谷
適
見ダ
之、
其

性
怖二
塞

氣［
冬

月

蟄
於
荊
棘

　

　

竹

藪
之

中
断

首

尾
無

曲
形一
如二

團
炭一

採
g

之、
猾
y

採ド
石
也、

藏
嚢
ソ

之

　

　

如
“

非一
生

物
h

然

或
人

持

乏
、

歸
於
府

城「
而

嚢
y

之

繋二
之

竈
上一

而

　

　

窺
匪

之、
有レ
日

而

覺＝
嚢
微
動…
也、
揺

開
見レ
之

生

鼠
也、
逾

走

去。

　

　

右
は

土

州
に

産
す
る

こ

と

を
知
る、

從
來
四

國
に

て

は

阿
波
に

　

て

獲
ら
れ

陀

學
術
上
の

報
告
あ
る

の

み

で

土

佐
に

も

産
す
る

こ

と

　

は

本
種
の
一

新
分

布
地

を

附
加

し
得
把
こ

と
云

云
へ

る
、

又

齋
藤

　

宗
雄

氏
よ

り

此

種
は
山

形

縣
西

田

川
郡

温

海
川

地
方
で

は

毎

年
唯

　

偶

然
捕
獲
せ

ら

る

宝

も
の

が

多
少
あ
る

と

報
せ

ら
れ

把。

　

　

　・

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（

黒

田

長
禮
）

　

　

　

　

●
櫛
水
母
雜
報

　

　

去
る

三

月

學
會
の

席
で

三

崎
附

近
の

櫛
水
母

に

就
て

報
告
し
た

（

雜
　
　

録
）

　
O
櫛

水
母

雜
報

が、

其

後
三

月

終
か

ら
四

月

始
に

か

け
て

同

地

に

滯
在
し
て

居
る

中
に
、

少

し

新
し
い

事
實
を

知
る

事
が

出

來
セ

か

ら
竝

に

追
加
す

る
。

詳
し
く

は

別
に

逋
べ

る

積
b
で

あ
る

。

　
　

　
　

　
　

：

　
（

a
）

三

崎

附
近
の

櫛
水
母
の

種

類

尸 多 o ．¢ メ ρ 郵 ← 壁 ド r

§ヤ．
譯

な、
さ喝．
轟

腎
乱
譯

ミ円
←

O
頴
自
客¶

切
竃
貯

毫
駐
｝、・
鼻

臨
o

つ

♂
誇
包゚

巨

袋
s
蕁

窒

智
娘
o

ミ

露、
F
磬辱

〔
智

ミ，
鳶
虻詫
丶

斈、
a

つ

穿
諸へ

こ．

へ、
 
設

§

；
慧
辷
珪
駐

鵞
彰
ρ、
琴
‘。）°

鳶

ミヘ
ミ

黜
ミ

ミ 
瓢吻
胃

≧
＝
笥

∋
＝

子

丶 嘲
壼｝｝
嬉

ミ
ミリ
胃゜
oロ

嚀

丶

∴
》

こ．
迄、
＆

窺

ヨ一
導
穿

亠．
ご
宅
辷
ぎ
エ゜

き
ミ

ミ
ミ

ミ

つ
野，
｝

塁
ア

貸

ミ・、
ミ
き
こ

ミ

ミ〜、
9
ミ
・
ご
コ

δ尸r
≒・

5 噛゚

ミ、
｝、
こ「
ミ

＝へ
〜

＝

＝

O
曼鬧
ド

　
此

中
で
（

4
）

は

9
ミ
ミ
詣

シ

ミ

§
ミ
象曝
象

と

云

ふ

名
で

疉

會
の

時

に

は

報
告
し
陀

。

其

後
四

月
一

日

に

此

大

群
が

三

崎
に

來

起
の

で
、

多
く

の

標
本

を

見
た

結
果、

從
來

別

種
と
せ

ら

れ
て

居
だ

此
屬
中

の

三

者
が

實
に

同

じ
種
に

屬

す
べ

き

者
で

あ
る

事
が

分
っ

陀
。

其

結

果

命
名

規
約

に

據
つ

て

丶

ミ
§

と
云

ふ

種

名
を

操
る

事
に

し

抱

の

で

あ
る。

　
（

6
）

の

 
W

ミ
9・
〔
誌

§
ミ“
 

と

暢
o

毳
ミ

と
が

恐

ら
く

同
一

種

で

あ

ら
う
と
云

ふ

事
は

炉
幽

c

皆、

簑
・・

寰
の

始
め

て

云

ひ

出
し

把

事

で
、

口

分
も

稍
詳
し

く

調
べ

た

結

果

多
分
此

考
へ

が

正

し
い

だ

ら

う

と
云

ふ

事
に

し
て

學
會
に

は

報
告

し
て

置
い

π
。

處
が

偶
然
な

享
か

ら

此
考
の

當
を

得
な
い

事
が

分
つ

陀
。

そ

れ
は

此
春
此

種
の

四
一
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